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JAMA/JAPIA統一データシート改正内容のまとめ
(Ver.2.04)

・ 本資料は、JAMA/JAPIA統一データシートのバージョンアップ(Ver.2.04)
　による変更点をまとめたものです。　　[08年11月1日リリース予定]
・ 最新版のJAMA/JAPIA統一データシートは、08年11月以降、
　JAPIAホームページ (http://www.japia.or.jp/) より入手できます。
・ JAMA/JAPIA統一データシートは、今後もバージョンアップされる可能性があります。

2008年11月 1日
(社)日本自動車部品工業会
環境負荷物質WG
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2/22＜Ver.2.04による改訂内容一覧表＞

ファイル 改訂内容

データ入力に使用した外部リストのファイル名を履歴
管理情報として自動的に出力できるようにしました。

改訂項目

１．CSVファイル
　　への出力機能

(次ページに続く)

詳細説明

7ページ

Ⅰ．入力
帳票

入力帳票を開く際に入力するパスワードを変更しま
した。(パスワードは調査元に確認して下さい。)５．パスワード なし

・ バージョン、日付を更新しました。
・ 改正の説明を追記しました。

６．表紙 11ページ

２．XMLファイル
　　への出力機能

8ページ

IMDSによるデータ送信時に入力が必須であるサプラ
イヤー情報と送信先情報を、XMLファイル出力時に入
力できるようにしました。

３．XMLファイル
　　出力時に入力
　　する機能

9ページ

電子部品用材料において、入力ルール変更(ELV指令
ANNEXⅡへの該当有無を区別する)に伴い、材料規
格(JAMAA2222、JAMAA4444)とアプリケーション
の組合せをチェックする機能を追加しました。

４．材料規格・
　　アプリケーション
　　の組合せを
　　チェックする機能

10ページ
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Ⅰ．入力
帳票

ファイル 改訂内容改訂項目 詳細説明

(前ページからの続き)

・リサイクルマーク(項目番号：33)の「必須」の記述を
　見直しました。

７．入力帳票

14ページ

(次ページに続く)

・従来の運用状況を確認し、不要と判断された入力
　項目を削除しました。
　JAMA含有目的コード(項目番号：21)
　　JAMA含有目的名称(項目番号：22)
　　物質名称(項目番号：23)
　　化合物含有量(項目番号：27)
　　備考(Module ID IMDS管理) (項目番号：35)
　　備考(項目番号：36)
　　備考(項目番号：37)
　　備考(項目番号：38)

12-13
ページ

・ Node ID [部品](IMDS管理) (項目番号：45)の
　「定義」の記述を見直しました。

15ページ
・ Node ID [材料](IMDS管理) (項目番号：46)の
　「定義」の記述を見直しました。
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８．入力要領
Ⅰ．入力
帳票

ファイル 改訂内容改訂項目 詳細説明

(次ページに続く)

・ リサイクルマーク(項目番号：33)の「入力上の注意
　事項／解説」の記述を見直しました。

17ページ

・ IMDSフィールド名称(XMLファイル属性名称)を追加
　 しました。

19ページ

・ 化合物含有率(項目番号：26)の「入力上の注意
　事項／解説」の記述を見直しました。

16ページ

・ Node ID [部品](IMDS管理) (項目番号：45)の
　「入力上の注意事項／解説」の記述を見直しました。

18ページ
・ Node ID [材料](IMDS管理) (項目番号：46)の
　「入力上の注意事項／解説」の記述を見直しました。

(前ページからの続き)
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・追加登録申請された材料を反映しました。

９．材料リスト
　　　(MAT)

Ⅱ．外部
リスト

なし(*)

ファイル 改訂内容改訂項目 詳細説明

(前ページからの続き)

・メッキの材料コードを以下理由により変更(素地材質
　の記号を削除)しました。
　[理由]
　　データ入力の簡易化、IMDS公開データとの整合化

なし(*)

・電子部品用材料の入力ルール変更に伴い、材料リス
　トの登録内容を一部変更しました。

なし(*)

・JIS規格の改訂内容を反映しました。 なし(*)

*: 詳細については「材料リスト補足説明資料」を御参照下さい。

・JIS規格にて規定されている材料について、材料　　
　Node IDに、IMDS IDを反映しました。

20-21
ページ
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Ⅱ．外部
リスト

・ IMDS BSLの変更内容（追加・修正・削除）を反映
　 しました。
・ これに伴い、化合物名称(日本語)を見直しました。
・ GADSL改訂を反映しました。

１０．化合物リスト
　　　　(IMDS_SUB) なし

・ GADSL改訂に合わせ修正しました。
１１．化合物の
　　　GADSL分類
　　　(IMDS_CATEGORY)

なし

ファイル 改訂内容改訂項目 詳細説明

(前ページからの続き)

・アプリケーションの改訂に合わせ修正しました。

１２．アプリケー
　　　ション関連の
　　　リスト
　　　(IMDS_APP, 

IMDS_SUB_APP)

なし
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"C","Ver.2.04","2008/11/30","正常終了"","","EXLIST-2008-11-01JP.xls”
"H”,"1234","0001","2005/12/05","2005/11/30"
"D","1","1234568980","ASSY","100","S123-23","","1","","","",…(省略)
"D","2","1234568980","ASSY","","S123-23","","2","1111111111","Part1","70","1","",…(省略)
"D","3","1234568980","ASSY","","S123-23","","2","1111111111","Part1","","1","",…(省略)
"D","4","1234568980","ASSY","","S123-23","","2","1111111111","Part1","","1","",…(省略)

＜CSV出力ファイルのイメージ＞

＜出力様式＞

“C”,“Ver.2.04”,“2008/11/30”,“正常終了”“,”“,”外部リストファイル名”

データ入力に使用した外部リストのファイル名を履歴管理情報として自動的に出力できるようにしま
した。
CSVファイルの１行目にエラーチェックで使用した外部リストのファイル名が出力されます。
（外部リストを参照せずにCSVファイルを出力した場合は、「Not Found」が出力されます。）

Ⅰ．入力帳票の改訂内容

１．CSVファイルへの出力機能
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２．XMLファイルへの出力機能

＜出力様式＞

<!-- EXLIST:ファイル名 -->

データ入力に使用した外部リストのファイル名を履歴管理情報として自動的に出力できるようにしま
した。
XMLファイルの4行目に以下の形式で外部リストのファイル名が出力されます。
（外部リストを参照せずにXMLファイルを出力した場合は、「Not Found」が出力されます。）

＜XML出力ファイルのイメージ＞

１：<?xml version="1.0" encoding="ISO-8859-1"?>
２：<!DOCTYPE Task SYSTEM "./data/upload.dtd">
３：<!-- Ver.2.03 2007/11/20 Error -->
４：<!-- EXLIST:EXLIST200801JP.xls -->
<Task>
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３．XMLファイル出力時に入力する機能

IMDSによるデータ送信時に入力が必須であるサ
プライヤー情報と送信先情報を、XMLファイル出
力時に入力できるようにしました。

XMLファイルの出力ボタン(従来と同一)をクリック
するとXML情報入力画面が開きます。
項目を入力し、OKを押すとエラーチェックとファイ
ルの出力が開始されます。

＜ステータス「編集モード」、「送信」の違いについて＞

ステータス「送信」を選択した場合は、右図の
通り、確認メッセｰジが表示されます。
「送信」の場合は、アップロード時にそのまま
送信先企業に送信されます。

アップロード後にIMDSの画面でデータの内容
を確認する場合は、「キャンセル」ボタンで前の
画面に戻り、「編集モード」を選択します。
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入力ルール
対象材料

電子部品用
材料

電子部品用材料以外

ELV指令ANNEXⅡに該当する場合

上記以外

「JAMAA2222」を選択

「JAMAA4444」を選択

「JAMAA2222」、
「JAMAA4444」の
区別なし

現行 変更後

<ルール変更内容>

電子部品用材料において、ELV指令ANNEXⅡへの該当有無を明示する目的で、以下の通り、
選択基準を明確化したことに伴い、材料規格・アプリケーションの組合せをチェックする機能を
追加しました。

４．材料規格・アプリケーションの組合せをチェックする機能

<材料規格・アプリケーションの組合せのチェックについて>
材料規格・アプリケーションの組合せが、上記ルールに適合していない場合、エラーチェックに
より、下記のいずれかのエラーメッセージが表示されます。

　メッセージ1： 「この材料規格はELV4物質が含まれている場合のみ指定可能です。 」　
　(材料規格に‘JAMAA2222’が入力されている場合)

　メッセージ2： 「材料規格・アプリケーションの組み合わせが正しくありません。」
　　　　　　　　　　 (材料規格に‘JAMAA4444’が入力されている場合)

【注意】
　旧バージョンにて作成したデータで、上記ルールに適合していない場合は、材料規格、VDA材料
　分類コードを修正する必要があります。旧バージョンで作成したデータは、必ず、依頼元への
　送信する前に点検をして下さい。
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JAMA統一データシート

５．表紙

Ver.2.04
2008年11月1日

JAMA統一データシートの改正を、下記の通り実施します。

＜2008年11月1日＞
入力者の利便性向上、一部の材料の入力ルール変更への対応のために、以下の機能を追加した小改正版(Ver.2.04)を
発効しました。また本小改正版では、従来の運用状況を確認し、不要と判断された入力項目を削除しました。
2008年10月1日以降、Ver.2.04を基本に調査を実施することになります。
[追加機能]
・データ入力に使用した外部リストのファイル名を履歴管理情報として、CSVファイル、XMLファイルに出力する機能
・IMDSによるデータ送信時に入力が必須であるサプライヤー情報と送信先情報を、XMLファイル出力時に入力する機能
・材料規格-アプリケーションコードの組合せチェック機能(公的規格で規定されていない材料のみ)
なお、Ver.2.04と旧バージョン(Ver.2.03、Ver.2.02、Ver.2.01、Ver.2.00)の互換性は下記のとおりです。
・CSVファイルは、旧バージョンで作成したファイルでも読み込みできますが、エラーが発生する場合があります。
･外部リストは、互換性がありませんので、Ver.2.04(EXLIST-2008-10-01JP.xls)を利用して下さい。

＜2007年7月1日＞
入力者の利便性向上を目的に、JISに規定されている金属材料を対象に、化合物のデータを材料マスタ(材料－化合物)として整備、
構成材料の[選択]を利用することにより、読み込まれるよう小改正版(Ver.2.02)を発効しました。
・ 材料マスタのデータは、標準的なデータです。実際の部品・材料のデータと異なる場合、修正する必要があります。
・ JISに規定されている全ての金属材料について、材料マスタが整備されているわけではありません。

JAMA統一データシートの改正（Ver.2.00）について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2006年4月1日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(社)日本自動車工業会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(社)日本自動車部品工業会

１. 改正の背景
　　　JAMA統一データシートは、既に関係自動車メーカー及び部品メーカーにて使用されている。現在、（社）日本自動車
　　　工業会（以下JAMAと記す。）会員の大半の自動車メーカーがIMDSを使用していること、及び特に（社）日本自動車部品
　　　工業会（以下JAPIAと記す。）会員の多くの部品メーカーにおいては、IMDS入力の基データとして本データシートが使用
　　　されている状況を考慮すると、IMDSデータ様式とJAMAデータシート様式の間で整合が図れていることが入力負荷等の
　　　観点から望ましい。そこで、その整合化推進を主目的に、調査項目及びデータシート様式を見直すこととした。
　　　また、この改正にあわせサプライヤー間のデータ収集は、原則としてJAMA統一データシートもしくはIMDSを利用して
　　　収集する方法で統一化を図ることとした。
　　　（注）IMDS：International Material Data System

２．改正の内容要旨(改正版は、Ver.2.00　とする。)

＜変更点＞
バージョン、日付を更新
しました。

＜変更点＞
改正内容を追記
しました。

(次ページに続く)

(中略)

(以下、省略)
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21:JAMA含有目的コード
22:JAMA含有目的名称
23:物質名称 27:化合物含有量

６．入力帳票

(次ページに続く)

(1) 入力項目の削除
＜変更点＞
　以下の項目を削除しました。
　注) Excelでは非表示になっています。
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35:備考(Module ID IMDS管理)
36:備考
37:備考
38:備考

(前ページからの続き)

＜変更点＞
　以下の項目を削除しました。
　注) Excelでは非表示になっています。

【注意】
　入力項目の削除により、Excel自体の表示は旧バージョンと異なりますが、CSVファイルの
　出力内容には変更はありませんので、新旧データシート同士や、入力事例集との間ではコ　　
　ピー・ペーストが可能です。但し、一部、互換性が無い場合もありますので、御注意下さい。
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(2) リサイクルマーク(項目番号：33)

＜変更点＞
「必須」の記述を見直しました。
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(3) Node ID [部品](IMDS管理) (項目番号：45)
(4) Node ID [材料](IMDS管理) (項目番号：46)

＜変更点＞
「定義」の記述を見直しました。
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(1) 化合物含有率(項目番号：26)

＜変更点＞
「入力上の注意事項／解説」の記述を見直しました。
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(2) リサイクルマーク(項目番号：33)

＜変更点＞
「入力上の注意事項／解説」の記述を見直しました。
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(4) Node ID [材料](IMDS管理) (項目番号：46)

＜変更点＞
「定義」、「入力上の注意事項／解説」の記述を見直しました。
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＜変更点＞
IMDSとJAMAシートの項目の関係を対比して見られるように、
「項目名称」と「定義」の間に、「IMDSフィールド名称」欄を追加しました。

(5) IMDSフィールド名称(XMLファイル属性名称)の追加
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－IMDS Node IDの反映について－
Ⅱ．外部リストの改訂内容

材料マスタの一部は、IMDS公開材料データとして登録されたことにより、NodeID[材料]に
「IMDS Node ID」(8桁の数字)を付与しました。 IMDS Node IDが付与された材料は、
JAMA/JAPIA統一データシートとIMDSとの間でシステム的に互換性をもつことができ、同一の材
料データIMDSに繰り返しアップロードする場合、ID使用数増加を削減することができます。

(次ページに続く)
※
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【注意】
旧バージョンで作成したデータをエラーチェックした際、以下のように、警告表示が出る場合が
あります。

＜警告表示＞
　[mes113:警告] 含有率の範囲値の差が許容値を越えてはなりません。

この場合は、NodeID[材料]を「仮ID」から「IMDS Node ID」に修正することを推奨します。警告表
示を回避することができます。

　＜手順＞
　　①材料検索画面を開き、キーワードを入力し、所定の材料を表示する。
　　②材料検索画面にて、NodeID[材料]に表示されている「IMDS Node ID」を確認する。
　　③材料検索画面を閉じる
　　④入力帳票のNodeID[材料]欄に入力されたデータを、「IMDS Node ID」に修正する。

(前ページからの続き)
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(1) 外部リスト

互換性なし。
必ずVer.2.04の外部リストを利用して下さい。
旧バージョンの外部リスト(Ver.2.00、Ver.2.01、Ver.2.02、Ver.2.03)は、
エラーチェックや選択入力が正しく動作しないため利用することができません。

(2) CSVファイル

互換性あり。
旧バージョン(Ver.2.00、Ver.2.01、Ver.2.02、Ver.2.03)にて作成したCSVファイル
でも取り込みできます。
ただし、入力内容によっては、外部リストの見直しに伴い、
エラーが発生する可能性があります。データを修正して下さい。


